
開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 令和７年中の刑法犯認知件数
都内は増加するも、当署管内は減少した。

２ 令和７年中の特殊詐欺の状況等
（１）認知件数、被害額は都内、当署管内ともに増加した。
（２）手口別件数はオレオレ詐欺が最多であり、そのほとんどが警察官騙りであった。
（３）検挙・未然防止については、検挙件数と未然防止額については増加し、未然防件

数が減少した。
（４）特殊詐欺対策については、防犯講話、デジタルサイネージ等を活用した広報啓発

活動に取り組んだ。
（５）防犯アプリ「デジポリス」についての紹介を実施した。

３ 交通・警備・地域の活動状況・取組
（１）交通課

ア 交通事故発生状況
都内の事故件数は増加しているものの、当署の事故件数は減少し、死亡事故ゼ

ロ３年を達成した。
イ 年末期は、オートバイ事故が多発する時期であることから、二輪車に対する交
通事故防止の呼びかけ、交通少年団の活動や各種キャンペーンを通じて広報啓発
活動を強化推進した。

ウ ４月１日より開始される自転車の交通反則通告制度について
一定の違反が交通反則通告制度の対象となるが、今までの自転車のルールが変

わる訳ではない旨の説明を実施した。
（２）警備課

ア 防災とボランティア週間に伴い北千住駅等で広報啓発活動を実施した。
イ 聖和幼稚園との避難訓練及び防災講話を実施した。
ウ 節分に伴う雑踏警備を実施した。

（３）地域課
ア 令和７年中の１１０番通報状況について

千住署の１１０番通報は１万件を超えており、内訳としては特別法犯の通報が
１番多い旨の説明を実施した。

イ 適正な１１０番通報への当署の取組について
千住消防署と協力し、北千住駅において広報啓発活動を実施した。

４ 検挙事例
当署において検挙し、ニュースで放送された事例を紹介した。

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
業務の内容・状況・取組等について、署長から詳細な説明を実施した。

２ 協議会からの意見要望等
（１）特殊詐欺の手口紹介でマッチングアプリを使用したものがあるとあったが、被害

にあった年齢層が若年層以外の者もいるのはなぜか。
【回答】マッチングアプリについては若年層だけでなく幅広い年代に利用されて

いることから、被害者の年齢も幅広くなっている。
（２）４月１日からの自転車交通反則通告制度についてであるが、自転車と自動車が車

道で共存するのは、危険も生じるのではないか。
【回答】自転車も自動車も共存するためには、お互いの譲り合う心が非常に大事

になってくる。それを実現していかなくてはならない。
（３）デジポリスの周知について、周囲の人にもインストールしてもらうにはどうした
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らいいか。
【回答】（署長が実際にアプリの使用画面を見せ説明）実際の機能をアピール

し、国際電話のブロック機能だけでなく、痴漢に遭ったり、見たりした際
に使用できる機能等を紹介していただくといいのではないか。

（４）他のイベントと併せてデジポリスを広報してはどうか。
【回答】そういった意見をいただきありがたく思う。警察としても各種イベント

や活動を通じて広報啓発活動を実施していく。
（５）高齢者指導員をしているが、交通のビラ配布をする際、是非デジポリスのビラに

ついても配布させてほしい。
【回答】警察としても非常にありがたい話であり、官民共同で広報啓発活動に取

り組んでいきたい。

[その他の意見要望等]

北千住駅西口ロータリーのタクシー乗り場が優良タクシー乗り場になる。ＡＡＡ等
の優良事業社のタクシーでなければ停められなくなるため、より駅の環境が良くなれ
ばと思う。
【回答】千住の街はきれいな印象を受けている。街の方々とよりきれいな千住の街を

目指していきたい。

その他



開催場所

内 容

～

会議に先立ち、副署長の出席について各委員から了承を得た。

[業務説明]

１ 協議会からの意見要望の取組結果について
旧日光街道の一方通行路を逆走する自動車を月に数台見掛けるため、何か対策を講

じてほしい。
【取組】
（１）１１月中に商店街の路面７箇所に一方通行であることを示す矢印の路面標示の設

置が完了
（２）令和８年の春には、本町センター通りの路面にも一方通行を示す矢印のシールを

貼付する予定

２ 特殊詐欺の現状と対策
（１）特殊詐欺認知件数

ア 本年は１１月末時点で昨年より増加
イ 被害額についても１１月末時点で昨年より約５倍に増加

（２）被害者の特徴
ア 警察官かたりの詐欺被害が約半数を占める
イ 被害者の６割以上が６０代以下の現役世代

（３）特殊詐欺犯行予兆電話（アポ電）の入電状況
ア 平日の昼前から夕方にかけての着信が集中
イ 接触手段は固定電話と携帯電話・スマートフォンの割合はほぼ同数

（４）最近の手口の特徴
警察官かたりが最も多く、ＳＮＳのビデオ電話等を使用し、偽の警察手帳や偽の

逮捕状を示して不安をあおる手口が多発
（５）被害防止対策

ア 国際電話不取扱センターの利用斡旋
イ 「デジポリス」の国際電話番号ブロックシステムの普及
ウ 金融機関やコンビニエンスストアへの協力依頼
エ 管内のボランティア及び企業・団体と共働した広報啓発活動
オ 管内の学校において犯人にならないための注意喚起等の対策

３ 交通人身事故発生状況
管内での交通人身事故の発生は減少、死亡事故の発生はなし

４ 交通課の活動状況
（１）未就学児を対象とした交通安全教育及び自転車利用者に対する交通事故抑止活動
（２）向島署の交通少年団との合同活動及び管内の中学校においてスケアード・ストレ

イト方式の教育の実施

５ 交通反則通告制度
来年４月１日より、自転車にも交通反則通告制度が開始となることから、検挙の対

象となる違反例の紹介及び講習制度の説明

６ 警備課の活動状況
（１）足立区及び消防署と合同による防災訓練の実施
（２）足立区及び消防署、各鉄道会社、周辺事業者と合同避難訓練を実施

７ 地域課の活動状況
１１月中を署独自の巡回連絡推進期間と定め、管内のタワーマンションでの巡回連

絡を推進し、実態把握に努めた。

[警察署の業務に関する意見等の聴取]
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１ 署長から協議会への説明内容
（１）特殊詐欺対策

ア 防犯講話や防犯キャンペーンを通じた広報啓発活動の実施
イ 「デジポリス」の国際電話番号ブロックシステムの利用に関する呼び掛け

（２）交通事故防止対策
ア 効果的な街頭配置による交通違反の取締り
イ 交通安全教育による重大交通事故防止対策
ウ 自転車の交通反則通告制度の周知

２ 協議会からの意見要望等
（１）自転車で反則切符（青切符）により検挙された場合は運転免許証の点数に影響が

あるのか教えてほしい。
【回答】自転車は運転免許証が不要なため、反則切符により検挙されても点数は付加

されない。
（２）通話をせず、画面も見ていない状態でスマートフォンを手に持ち、自転車を運転

する場合でも携帯電話使用等（保持）違反に該当するのか。
【回答】携帯電話使用等（保持）の違反には該当しないが、安全運転義務違反に該当

するおそれがある。
（３）何度も反則切符で検挙された場合は、赤切符が適用となるのか。
【回答】自転車運転者講習を受講するよう命じられる。

[その他の意見要望等]

なし

その他



開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 協議会からの意見要望の取組結果について
旧日光街道の一方通行路を逆走する自動車を月に数台見掛けるため、何か対策を講

じてほしい。
【回答】
（１）規制標識は適切に設置されており、視認性も良好
（２）過去１年間の事故発生件数は２５件（人身事故は１０件）、逆走に起因する事故

の発生はなし
（３）現行設置されている標識と併せて、路面標示のペイントを年内に施す予定

２ 特殊詐欺の現状と対策
（１）特殊詐欺認知状況

管内の認知件数及び被害額は前年比で増加
（２）手口と傾向

ア オレオレ詐欺が全体の半数を占め、警察官をかたる手口が多発している。
イ 国際電話を利用したアポ電が増加

（３） 特殊詐欺被害防止対策
ア 各町内会等での防犯講話
イ 啓発チラシのポスティングや防犯キャンペーンの実施
ウ 「国際電話不取扱いサービス」の推進

３ 自転車事故の現状と自転車利用者に対する指導警告について
（１）自転車事故の現状

管内で発生した交通人身事故当事者の約半数が自転車利用者
（２）自転車利用者に対する指導警告

交通課、地域課により自転車の交通違反者に対し、指導警告を実施

４ 秋の全国交通安全運動
（１）管内発生の交通人身事故の実態、道路交通環境に応じた交通安全教育の実施
（２）効果的な広報啓発活動による地域住民の交通安全意識の醸成
（３）一日警察署長による交通安全キャンペーン及び交通パレードの実施

５ 警備実施
宵宮神輿渡し、千住神社・氷川神社大祭に伴う、雑踏・交通対策の実施

６ 地域課による取組
（１）交番襲撃訓練の実施
（２）曙町地区におけるふれあい連絡協議会の実施

７ 外国人留学生に対する啓発活動
日本で生活する上での留意事項及び犯罪の被害防止、陥りやすい犯罪行為等につい

て啓発活動を実施

８ 検挙事案の紹介
当署で被疑者を検挙した事案の中で、社会的反響の大きかった事案を紹介

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
（１）犯罪抑止・検挙対策

ア 国際電話を利用した詐欺被害防止の周知の徹底
イ 防犯講話や防犯キャンペーンを通じた広報啓発活動の実施
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（２）重大交通事故防止対策
ア 街頭配置による悪質・危険な交通違反の取締り
イ 自転車利用者に対する指導取締りの強化
ウ イベントや街頭活動を通じた自転車用ヘルメット着用の広報啓発活動の推進
エ 交通安全教育の効果的推進

２ 協議会からの意見要望等
すでにメールは削除してしまったが、国勢調査をかたる詐欺のようなメールを受信

したため、情報共有をお願いしたい。
【回答】同メールは個人情報を詐取するものの可能性が高いため、安易に開かない

よう委員に対し注意喚起するとともに、署内での情報共有を図っていく。

[その他の意見要望等]

なし

その他



開催場所

内 容

～

会議に先立ち、会長、副会長を互選した。

[業務説明]

１ 犯罪発生状況
（１）刑法犯認知状況

前年比で東京都内は増加しているが、千住署管内はわずかではあるが減少
（２）罪種別の傾向

特殊詐欺及び万引きが前年比で増加

２ 特殊詐欺の現状と対策
（１）特殊詐欺認知状況

管内の認知件数及び被害額は前年比で増加
（２）手口と傾向

オレオレ詐欺が全体の約半数を占め、その中でも警察官騙りの手口が多発
（３）特殊詐欺対策

ア 各町内会等での防犯講話
イ デジタルサイネージや北千住駅内の案内板にてテロップを表示

３ 交通人身事故の現状と対策
（１）交通人身事故発生状況

ア 管内の人身事故件数は前年に比べて減少した。
イ 自転車利用者の事故が依然として多い。

（２）交通人身事故対策
ア 未就学児及び新入学児童に対する横断歩行訓練
イ 自転車マナーアップキャンペーン
ウ 国道４号線における二輪車ストップ作戦
エ 自転車安全利用ＴＯＫＹＯキャンペーンでの自転車ヘルメット着用促進
オ 墨堤通り上におけるトラックストップ作戦

４ 管内での警備実施
（１）「足立の花火」が強風の影響で急遽中止となったため帰路対策を実施
（２）都議会議員選挙での小池東京都知事応援演説の警護警備を実施

５ 外国人留学生等に対する啓発活動
日本語学校に通う外国人留学生に対し、ルールやマナーを守ること、生活上注意す

べき内容、陥りやすい犯罪行為等について啓発活動を実施

６ 管内における客引きの現状と対策
（１）客引きの現状

北千住駅西口の客引きに関する１１０番通報が増加している。
（２）客引きの対策

ア 生活安全課保安係を中心に取締りを実施
イ 足立区の「客引き行為等防止指導員」による警戒活動を実施

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
（１）犯罪抑止・検挙対策

ア 特殊詐欺の最新の手口や被害防止策についての広報啓発活動を引き続き実施
イ 制服警察官の「見せる街頭警察活動」の強化

（２）重大交通事故防止対策
ア 重大事故に直結する悪質・危険な交通違反の取締りの推進
イ 自転車利用者に対する指導取締りの強化
ウ イベントや街頭活動を通じた自転車用ヘルメット着用の広報啓発活動の推進
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エ 交通安全教育の効果的推進
２ 協議会からの意見要望等
（１）一方通行路を逆走する車両について

旧日光街道の一方通行路を逆走する自動車を月に数台見掛けるため、何か対策を
講じてほしい。

【回答】交通課と情報共有し、対策案を検討する。
（２）自転車の反則切符適用について

来年４月１日から自転車にも反則切符が適用となるが、自転車のルールを周知さ
せるためにどのような取組を行っているのか教えてほしい。

【回答】自転車の違反者に「警告カード」を交付し指導警告を行っている。
様々な活動を通じて広報啓発活動を行っていく。

[その他の意見要望等]

なし

その他



開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 犯罪発生状況
（１）刑法犯認知状況

東京都内、足立区内、千住署管内ともに前年比で増加
（２）罪種別の傾向

性犯罪及び暴行・傷害等が前年比で増加

２ 特殊詐欺対策
（１）特殊詐欺認知状況

管内の認知件数は前年比で減少
（２）手口と傾向

オレオレ詐欺と預貯金詐欺の認知件数が大半を占める

３ 交通人身事故発生状況
（１）交通人身事故発生状況

ア 管内の人身事故件数は前年比で増加
イ バイクや自転車利用者による事故の割合が高い

（２）自転車マナーアップキャンペーン
ア 自転車利用者に対するヘルメット着用率向上への取組
イ 河川敷の歩行者やランナーに対する指導

（３）「通学路安全運転呼びかけ隊」の結成
各町会の方々を中心に児童の登校時の保護活動を実施

４ 自転車に関する道路交通法の改正点について

５ 「１１０番の日」キャンペーン
（１）第６５代横綱・貴乃花光司氏を招致
（２）ラッピングタクシー等による１１０番通報の適正な利用方法の広報啓発

６ 電動キックボード等の交通ルールの説明
（１）特定小型原動機付自転車の通行方法
（２）電動キックボードの車両通行区分

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
（１）犯罪抑止・検挙対策

ア 飲食店密集地域、駅構内における制服警察官の「見せる街頭警察活動」の強化
イ 詐欺の手口・実態について防犯講話などの啓発活動の推進

（２）重大交通事故防止対策
ア 重大交通事故に直結する悪質・危険な交通違反の取締りの推進
イ 自転車の取締りの強化
ウ 交通安全教育の推進
エ 児童の登下校時の通学路安全対策の実施

（３）警察官・警察行政職員の採用施策
ア 管内の大学・高校における採用説明会の推進
イ 自衛隊、消防等と連携した合同採用説明会の実施

２ 警察署協議会からの意見要望等
なし

[その他の意見要望等]

1

開催日時

出席者 協議会委員
署長ほか

名
名

令 和 0 6 年 度 　 第 4 回

令 和 0 7 年 0 3 月 1 8 日 午 後 0 3 時 0 0 分 午 後 0 4 時 4 0 分
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中学校での職業説明会で警察のブースが一番人気があり、好評だった。
警察官や行政職員を志望する女子生徒もいるので、来年は女性の警察官や行政職員

にも参加してもらいたい。

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 犯罪の発生状況
（１）刑法犯の認知件数

都内、足立区内、管内ともに前年比で増加
（２）罪種別の傾向

性犯罪が前年比で増加
２ 特殊詐欺対策
（１）管内の特殊詐欺認知状況

前年比で減少
（２）手口と傾向

特殊詐欺のほかに「ＳＮＳ型投資詐欺」、「ロマンス詐欺」が増加
３ 闇バイト対策
（１）闇バイトの勧誘手口

ア 具体的内容が不明な求人情報
「現場軽作業」、「行動確認・現地調査」、「書類を受け取るだけ」、「ホワ

イト案件」等の募集情報
イ 秘匿性の高いアプリ利用の指示

「シグナル」、「テレグラム」等で連絡を取るように指示
ウ 個人情報の収集
（ア）運転免許証やパスポート写真の送信を要求
（イ）実家等の連絡先、家族構成、銀行の口座番号等を聴取

（２）当庁への相談事例
１０代の女性がＳＮＳで高額バイトを検索して応募、口座を開設して１０万円の

報酬を得たが、怖くなって親と一緒に来署
（３）相談者の保護
４ 犯罪抑止・検挙対策
（１）飲食店密集地域や駅構内のパトロール強化
（２）制服警察官による「見せる街頭警察活動」
（３）各種詐欺の手口や実態についての広報啓発
５ １１０番の日キャンペーン
（１）第６５代横綱・貴乃花光司さんを招致
（２）１１０番通報の適正な利用方法について広報啓発

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
重大交通事故防止対策

（１）管内の交通人身事故
ア 前年と比較して発生が増加
イ 当事者別の発生件数

（２）自転車の交通事故
ア 事故当事者のうち自転車が占める割合
イ 自転車の酒気帯び運転の検挙件数

（３）各種事故防止対策
ア キャンペーンを通じた広報啓発
（ア）バイク、自転車の安全な運転に関する広報
（イ）交通事故の恐ろしさや自転車ヘルメット着用の重要性を周知
イ 交通安全教育による規範意識の向上
（ア）幼児、小・中学生に対する安全教育の推進
（イ）若年層に交通ルール遵守の意識付け
ウ 道路交通法改正の周知

自転車の酒気帯び運転、運転中のスマートフォン操作について罰則新設

1

開催日時

出席者 協議会委員
署長ほか

名
名

令 和 0 6 年 度 　 第 3 回

令 和 0 6 年 1 2 月 1 2 日 午 後 0 3 時 0 0 分 午 後 0 4 時 1 0 分
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エ 街頭配置による交通取締りの強化
２ 警察署協議会からの意見要望等

電動キックボードについて
（１）交通ルールが複雑で、危険な運転を見掛けても注意することができない。危険な

運転をしている者に対して注意や取締りを実施してほしい。
（２）電動キックボードのポートを見掛けるようになってきたが、警察に対する届出は

必要なのか。
【回答】届出は不要

[その他の意見要望等]

なし

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 犯罪抑止対策
（１）刑法犯の発生状況

ア 刑法犯認知件数
都内、足立区内、管内とも前年比で増加傾向

イ 罪種別発生件数
特に対策を強化する強盗、特殊詐欺、性犯罪等の犯罪は前年比で減少傾向

（２）当署の対策
ア 職務質問による犯罪の抑止・検挙
イ 事件・事故への迅速的確な対応
ウ パトカーや制服警察官の「見せる街頭警察活動」

２ 特殊詐欺対策
（１）管内の特殊詐欺認知状況

前年と比較して減少傾向
（２）手口の傾向

ア 高齢者に対する手口
息子や孫をかたった手口が増加

イ 若者に対する手口
警察官ををかたった手口が増加

（３）被害防止対策
ア アポ電発生時の広報
（ア）足立区危機管理課に連絡し、防災無線による広報を依頼
（イ）特殊詐欺本部対策本部から高齢者に注意喚起の緊急架電を実施
（ウ）防犯アプリ「ＤｉｇｉＰｏｌｉｃｅ（デジポリス）」の活用
イ 防犯協会や自治会との連携

危機意識を醸成する広報啓発活動を実施
３ デジポリスについて
（１）各種機能

痴漢撃退機能、ココ通知機能、防犯ブザー機能等
（２）痴漢撲滅キャンペーン

デジポリス利用促進の広報啓発活動
４ 「足立の花火」警備結果

雷雨の影響で急遽中止となったため帰路対策を実施
５ 前回会議の意見要望に対する回答
（１）電動キックボード・モペットについて

ア 利用方法と交通ルール
イ 違反の態様

（２）コインパーキング利用者による一方通行路の逆走対策
駐車場管理会社に対して敷地内に進行方向を示す矢印等の設置を依頼

（３）北千住駅西口の横断歩道への信号機設置
検討の結果、設置条件を満たしていないため設置は困難

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
交通事故防止対策

（１）管内の交通人身事故発生状況
ア 前年比で増加傾向、足立４署では減少傾向
イ 「自動車・二輪車」が約半分を占める。

（２）秋の全国交通安全運動の実施
ア 一日警察署長として俳優・富田望生さんを招致
イ 挙署一体となった各種交通事故抑止活動の実施

1

開催日時

出席者 協議会委員
署長ほか

名
名

令 和 0 6 年 度 　 第 2 回

令 和 0 6 年 0 9 月 2 0 日 午 後 0 3 時 0 0 分 午 後 0 4 時 1 5 分
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（３）重大交通事故防止対策
ア 積極的な街頭警察活動

交通配置、交通違反取締り等「見せる街頭警察活動」を推進
イ 交通安全教育の推進

学校、高齢者施設での交通安全教室等
ウ ハンドルキーパー運動

署員がアルコール提供店舗を訪問し、運転者への酒類提供拒否を呼び掛け
エ 自転車マナーアップキャンペーン
（ア）ヘルメット着用率の現状

・ 都道府県別では愛媛県が６９．３％で最高、大阪府は５．５％と最低
・ 東京都は１５．１％で、前年より４．６％と上昇

（イ）当署の取組
・ 自転車ルール周知やヘルメット着用促進の広報啓発活動
・ 自転車利用者に対する交通指導やチラシ配付

２ 警察署協議会からの意見要望等
モペットのキックボードモードで歩道を通行した場合、どんな処分になるのか。

【回答】いわゆる「青切符（＝反則切符）」処理となる。

[その他の意見要望等]

祭礼について
１ いつも交通規制や神輿警備に従事していただき感謝している。
２ 以前、暴力団員と思われる者が神輿の担ぎ手を殴打することがあったので、再発防
止のため、神社や町会に対して暴力団への対処法を教示してほしい。

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。



開催場所

内 容

～

[業務説明]

１ 刑法犯発生状況
（１）管内の刑法犯認知件数

前年と比較して増加傾向
（２）各種刑法犯対策

ア 保育園での不審者対応訓練
園児の避難誘導、装備資機材の活用方法、１１０番の通報体制等を確認するこ

とにより、事案対処能力及び危機意識の向上を図っている。
イ 足立区役所との連携

区と連携して、都営住宅やマンションに特殊詐欺や防犯に関するチラシを投函
し、住民の防犯意識向上を図っている。

ウ 自転車盗難防止対策
無施錠の自転車に警告文を記載した荷札を取り付け、施錠を促進し、盗難被害

の防止に努めている。
２ 特殊詐欺発生状況
（１）管内の特殊詐欺認知状況

前年と比較して減少傾向
（２）コンビニエンスストアとの協働

電子マネー陳列棚への、詐欺に対する注意を喚起する警告札の設置を促進して、
被害の未然防止に努めている。

（３）手口の傾向
ＳＮＳ型の投資詐欺やロマンス詐欺が増加している。

３ 交通人身事故発生状況
（１）管内の交通人身事故発生状況

ア 前年と比較して増加傾向
イ 自動車と自転車を当事者とする事故の割合が高い。

（２）自転車利用者のヘルメット着用率向上
ア 着用率の現状（令和５年全国）

自転車乗車中の死亡事故におけるヘルメット着用率は１４．７％
イ 着用率向上への施策
（ア）足立区が導入しているヘルメット購入補助の更なる周知
（イ）ヘルメット着用の重要性についての広報

（３）春の全国交通安全運動の成果
運動期間中、管内における重大交通事故の発生はなかった。

４ 足立区千住緑町三丁目一般住宅内夫婦殺人・死体遺棄事件の解決
被疑者２名を殺人・死体遺棄罪で逮捕し、検察庁へ送致した。

５ 「第４６回足立の花火」大会警備
交通規制について、昨年より開始を早め、規制範囲を拡大した警備を計画中

[警察署の業務に関する意見等の聴取]

１ 署長から協議会への説明内容
（１）犯罪抑止・検挙対策

ア 街頭警察活動の強化による犯罪抑止の推進～安全・安心の確保
（ア）職務質問による犯罪の予防・検挙
（イ）事件・事故への迅速的確な対応
（ウ）パトカーや制服警察官の「見せる街頭警察活動」
イ 足立区と協働した客引き対策

区との連携を確立し、飲食店密集地域のパトロールを強化することで、客引き
等の迷惑行為を抑止

（２）重大交通事故防止対策
ア 重大交通事故に直結する悪質・危険な交通違反取締りの推進

1

開催日時

出席者 協議会委員
署長ほか

名
名

令 和 0 6 年 度 　 第 1 回

令 和 0 6 年 0 6 月 0 6 日 午 後 0 3 時 0 0 分 午 後 0 4 時 0 0 分
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交通配置、交通違反取締り等の積極的な街頭警察活動により事故発生を抑止
イ 交通安全教育の推進

管内の小中学校を中心に安全教育を継続的に実施し、若年層の交通ルールを遵
守する規範意識を向上

ウ 広報啓発活動の推進
各種キャンペーン等の機会を機会を捉えて、交通ルールや自転車用ヘルメット

着用の重要性について広報啓発
２ 警察署協議会からの意見要望等
（１）犯罪抑止対策について

警察官と区役所職員の合同パトロールのおかげで客引きの数が減ったので、今後
も対策を継続してほしい。

（２）交通安全対策について
ア 電動キックボードやモペットの交通ルールを分かりやすく教えてほしい。
イ コインパーキングから出庫して一方通行路を逆走する車両を見掛けるので、標
識の設置等、解決策を検討してほしい。

ウ 北千住駅西口の横断歩道は歩行者の通行が多く、車両が通過できずに渋滞する
ことが多いので、信号機の設置を検討してほしい。

エ 自転車で信号待ちの際、警察官から「ヘルメット着用ありがとうございます」
と声を掛けられ、嬉しくなると同時に、ヘルメット着用への意識が一層高まった
ので、今後もヘルメット着用者に対する声掛けを励行してほしい。

[その他の意見要望等]

知人が生活安全課に相談したところ、親身になって話を聞き、丁寧に対応してくれ
たので「本当に安心できた」と喜んでいた。今後も丁寧な対応を心掛けてほしい。

その他

※ 詳細な会議録については、各警察署及び警視庁情報公開センターにおいて閲覧する
ことができます。




